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企業ビジョン
Visions

「カタ破りをカタチに。」

● 行動指針

「一人一人が主人公となって絶え間ない変革をやり遂げる。」

私たちは、日本ビクターのブランドステートメント「The Perfect Experience」とケンウッドの企業ビジョン
「新鮮な驚きや感動で人々に幸せな気持ちを創ろう。」に共通する概念として企業ビジョンを定め、

それをグループ全従業員が共有し実現していく規範として行動指針を定めました。
これらのもとで新たな（カタ破りな）付加価値を創造し、これまでに経験したことのないケタ違いの体験を

お客様へお届けする企業グループへと進化していきます。
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発行にあたって
　本報告書は、JVC･ケンウッドグループの社会的責任を『商品
が生活に入り込んで感動や癒しを提供すること』と定義し、ステー
クホルダーの皆様に紹介できるようにまとめました。読者が読みや
すいように文字の書体、サイズ、色使いにも配慮し、できるだけ
写真を多く使いビジュアル的に表現するように心がけました。

● 報告書の構成
企業ビジョンのもとで、JVC･ケンウッドグループの広範囲な企業
活動を「経済性報告」、「社会性報告」、「環境報告」を軸としてま
とめました。
財務状況の詳細は、別途発行しているアニュアルレポートをご覧く
ださい。

● 報告書の記載対象範囲
本報告書は、JVC･ケンウッド･ホールディングス株式会社が発行
主体となり、各事業会社と国内海外の連結子会社の活動を記載し
ました。
J&Kカーエレクトロニクス（元 J&Kテクノロジーズ※）の活動は、
両事業会社の活動に含めて記載しました。

● 対象期間
2008年4月～2009年3月　一部2009年度の内容を含みます。

● 発行
2009 年 8月（次回発行は2010年 8月を予定しています）

● 参考資料
GRIサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン2006
環境省　環境報告書ガイドライン（2007年度版）
※ J&K テクノロジーズ株式会社は 2009 年 6 月 24 日より J&K カーエレクトロニク
ス株式会社に社名変更しました。


